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ら
の
抗
議
で
首
都
の
大
半
の
病
院
は
一

般
病
棟
を
含
め
て
閉
鎖
す
る
切
僚
と
た

っ
て
い
る
。

米
国
の
聞
係
な
ど
か
ら
防
磁
呉
が
議

ら
れ
て
来
た
が
、
そ
か
も
現
場
が
必
砲

と
す
る
数
に
な
か
な
か
追
い
つ
か
な

い
。
ブ
ラ
ウ
ン
の
治
療
で
回
復
、
退
院

レ
た
必
読
の
医
師
は

「
も
う
エ
ポ
ラ
は

こ
り
ご
り
だ
。
医
者
を
辞
め
る
」
と
治

療
現
場
を
去
っ
た
。

だ
が
ブ
ラ
ウ
ン
は
、
エ
ボ
ラ
治
僚
の

殿
前
線
に
立
ち
織
り
た
@
毎
日
濁
る
防

関
服
の
下
は
汗
で
ぐ
っ
し
ょ
り
。
慎
甑

た

。

に

繍

染

そ

遜

け

る

た

め

防

護

服

は

司

る

エ
ポ
ラ
に
よ
る
死
は
、
今
ま
で
昆
た
の
も
脱
ぐ
の
も
初
分
は
か
か
る
。
畠
さ

ど
の
病
よ
り
も
速
か
っ
た
。
午
前
中
に
の
中
℃
&
度
の
緊
張
を
強
い
ら
れ
続
材

会
話
が
で
き
た
患
者
が
午
後
に
は
死
る
治
療
現
場
の
疲
労
は
高
ま
る
一
方

ぬ
。
ト
イ
レ
で
息
絶
え
た
患
者
も
い
た
図
だ
。

「
紋
わ
れ
る
命
を
見
た
く
て
就
い
た
仕
ブ
ラ
ウ
ン
は
、
政
府
や
国
際
機
関
な

事
だ
っ
た
の
に
」
。
救
い
た
い
が
治
療

Y
Eの
協
議
も
こ
な
し
つ
つ
、
自
に
2

薬
が
な
い
。
ど

vpuた
ら
い
い
の
か
。
度
は
病
棟
を
回
る
。
朝
腕
、
自
分
の
体

「
わ
れ
わ
れ
の
仕
事
は
、
あ
な
た
の
袋
源
を
測
り
悠
殺
の
兆
候
が
な
い
か
確
か

と
と
も
に
あ
り
ま
す
」
。
そ
う
神
に
祈
防
団
。
緊
の
恐
縮
ほ
片
時
も
消
え
な

る

し

か

な

か

っ

た

。

ぃ

。

ふ
と
、
医
帥
の
聞
で
し
ば
し
ば
交
わ
「
私
た
ち
に
は
早
供
が
引
刈
州
剖
叫

さ
れ
る
言
葉
を
思
い
出
し
た
。
「
治
山
間
J
削
間
附
刷
悶
凶
器
阿
宮
岡
宮
川司
ぼ

法

は

模

索

し

て

創

造

し

ろ

」

か

に

際
隠

悔

い
属

院

雪

ま
ず
、

治
涼
現
場
に
と
ど
ま
る
意
志
も
す
f役
割
を
し
た
い
」
と
説
得
し
た
。

を
持
つ
ス
タ
ッ
フ
を
確
保
し
た
。
そ
し

製

調

岩

対

児

童

留

君

i

.
て
高
い
抗
酸
化
作
用
が
あ
る
と
い
わ
れ
凶
刷
閣
閣
川
明
何
回
門
岡
周
問
晴
間

る
サ
プ
り
メ
ン
ト
で
あ
る
セ
レ
ニ
ウ
ム
検
査
で
、
母
親
は
陽
性
だ
っ
た
が
、
娘

と
、
エ
イ
ズ
ウ
イ
ル
ス

(
E
i
V
)
感
は
険
性
弁
易
か
っ
た
。

染
者
に
処
方

-Z毅
の
一
部
を
与
え
て
除
制
鑓
を
コ

6
ン
セ
ス
」
と
名

み
た
。
脱
水
症
状
に
陥
ら
な
い
よ
う
大
付
げ
た
。
「
大
き
く
な
っ
て
自
到
の
生

且
引
の
水
分
を
点
滴
で
投
与
。
出
血
が
始
創
刊
削
問
削
割
割
判
川
桜
氾
聞
が
せ
て

ま
っ
た
患
者
に
は
、
キ
リ
ス
ト
教
会
戸
陪
b
い
い
同

軍

考

え

自

問

時
〆¥

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
募
っ
た
献
血
で
輸
血
な
る
」
と
ブ
ラ
ウ
ン
。
「
エ
ボ
ラ
は
治

し

た

。

到

d
u
ag雪
制

刷
、
周
現
|

次
第
に
足
状
が
故
越
す
る
患
者
が
泡
は
回
復
し
、

9
月
半
ば
に
娘
と
退
院
レ

え
た
。

8
月
の
工
貴
闘
で
必
人
が
回
引
制
劉
副
劃
剖

2
4
dど

復
。
子
供
の
方
が
助
か
る
確
認
が
高
い
己
劉
副
司
割
引
智
号
塁

こ

と

も

分

か

っ

た

。

促

い

I
l
l-

-

(
敬
称
階
、
共
同
通
信

「プ
リ
ン
セ
ス」

エ
ボ
ラ
最
前
線
に
立
つ
医
師

う
よ
力
に

【33]

省
時
揖
節
か
ら
の
電
話
が
限
っ
た
9
月

っ

た
。
鰻
初
に
抱
い
た
の
は
払
だ
よ
」
。
具
は
手
袋
ぐ
ら
い
だ
っ
た
。

F35岡
崎
時
半

d
J升
ベ

園

副

議

の
ブ
ラ
ウ
ン
は
笑
み
を
浮
か
べ
、

6
月
初
旬
。
保
健
相
か
ら
車
電
話

ジ
エ
リ
l
・プ
ラ
引
メ
は
ま
だ
ベ
ッ
ド
誇
ら
し
げ
に
一
言
う
。

が

入

っ

た

。

「あ
の
爾
離
病
棟
は
ま
だ

の
中
だ
っ
た
。「

出

産

間

近

の

妊

婦

が

搬

あ

る

か

」

。
感
染
の
可
能
性
が
高
い
2

看
護
師
を
説
得

送

さ

れ

ま

し

た

。

エ

ボ

ラ

感

染

者

の

よ

人

が

首

都

で
見
つ
か
っ
た
と
い
う
。
ァ

う
で
す
」
。
ブ
ラ
ウ
ン
に
迷
い
は
な
か
っ
羽
割
引
出
即
熱
の
感
染
鉱
大
昌
明
ラ
?
ノ
は
即
座
に
受
け
入
れ
を
宏
一緒
し

た
。
「
防
護
異
の
単
備
を
し
な
さ
い
」
。

i
d
珂
者
相
剖
U
司
ド
る
リ
ベ
リ
ア
」
刈
た
。

病
院
に
駆
け
つ
げ
る
と
助
薦
ら
3

司
昭
島
ほ
際
ほ
凶
同
庁
l

2
人
を
乗
せ
た
救
急
車
が
病
院
に
到

人
が
不
安
げ
に
待
っ
て
い
た
。

妊

婦

は

義

彦

庁

属

医

院

峰

崎

l
議
し
た
の
は
午
後
叩
時
ご
ろ
。
だ
が
、

首
都
モ
ン
ロ
ピ
ア
に
住
む
辺
歳
。
夫
は

&
bfト
工
が
伊
と
の
闘
い
の
殿
前
線
で
お
人
の
看
護
師
会
婦
が
仕
事
を
弛
否
。

エ
ボ
ラ
出
血
黙
で
8
月
に
死
亡
。
本
人
抱
却
を
執
る
。
既
に
図
波
地
帯
な
ど
で
医
撹
従
事
者
が

も
感
染
の
兆
候
が
あ
っ
た
。
「
い
つ
も
と
隣
恩
士
一
ア
と
の
菌
境
地
穏
で
エ
ボ
思
決
レ
死
亡
し
て
い
た
か
ら
だ
。
「
わ

同
じ
こ
と
を
や
れ
ば
い
い
。
巡
い
は
防
ラ
が
発
生
し
た
の
は
3
月
。
「
首
都
で
れ
わ
れ
が
や
る
し
か
な
い
ん
だ
」
。
説

箆
肢
を
着
る
こ
と
だ
け
だ
」
。
3
人
を
鈎
感
染
が
広
が
れ
ば
大
変
な
こ
と
に
な
得
す
る
ブ
ラ
ウ
ン
に
さ
つ
や
く
2
人
の

ま
し
、
大
急
ぎ
で
防
護
肢
と
ゴ
1
グ
ル
、
る
」
。
ブ
ラ
ウ
ン
は
万
一

に
僚
え、

病

看
護
師
が
応
じ
た
。
患
者
を
チ
ャ
ペ
ル

マ
ス
ク
を
身
に
つ
け
、病
院
の
外
に
止
院
の
チ
ャ
ペ
ル
に
ベ
ッ
ド
5
台
を
運
び
に
運
び
込
ん
だ
と
き
、
既
に
午
前
2
時

め
で
あ
っ
た
救
急
車
に
mmび
梁
っ
た
。
込
み
、
隔
離
病
棟
を
確
保
。
エ
ポ
ラ
に
を
過
ぎ
て
い
た
。

他
の
病
院
で
は
「
餓
染
者
の
出
産
は
つ
い
て
知
股
が
鰻
琶
な
米
国
人
医
師
ら

手
に
負
え
な
い
」
と
断
ら
れ
腕
け
た
後
を
呼
ん
で
病
院
の
医
師
や
喜
郎
、
精

模

索

し

て

創

造

だ
っ
た
た
め
、
妊
婦
は
す
で
に
破
水
し
捕
人
や
料
理
人
ら
ス
タ
ッ
フ
会
民
に
研
殿
染
は
そ
の
後
、
予
矧
を
抑
制
え
る
速

て
い
た
が
、
羽
分
も
レ
な
い
う
ち
に
女
修
を
受
り
さ
せ
た
。
さ
で
広
が
っ
た
。
チ
ャ
ペ
ル
で
は
足
り

の
子
が
元
気
な
産
声
を
上
げ
た
。
救
急
騒
染
を
避
け
る
方
法
は

一
つ
。
「
怠

ず
、
建
設
中
だ
っ
た
別
棟
が
治
綬
セ
ン

車
内
で
歓
声
が
上
が
っ
た
。

者
の
血
波
や
体
液
に
接
触
し
な
い
こ
タ
ー
と
な
っ
た
。
ベ
ッ
ド
は
剖
近
く
楢

「
み
ん
な
と
て
も
幸
せ
な
気
分
に
な
と
」
。
だ
が
当
時
、
病
院
に
あ
る
防
護
設
し
た
が
、

そ
れ、
も
た
ち
ま
ち
埋
ま
つ
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ピ
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綴
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者
が
ヱ
ポ
ラ
感
換
で
死
亡
し
、品口誼占師

憲
章

[医j炭従明者の待遇への支援があれ

ばより良く闘えるJとブラウンも言う。
政府が「治僚現場に復帰した者には千

らの一時金を出すJと表明したとの報
道もあったが、政府への不信感からmt
も実に受けていない。

国連は18日f国連ヱボラ緊急対応支
援団J(UNMEER)の設立を決定。日本
政府も医療チーム派遣を検討中だ。

リペリアのエボラ

出血熱治療現場で

は、防護具や医由貿鍔異の不足がなお深

刻だ。混乱の中、命懸付の現場にとど
まる医録従事者の給総さえ遅配が続

く。感染した際の補償も未盤儲だ。 Q
前線の医療従穆者は耳目史上のボランテ

ィアに近く、漁業的使命感に訴えるだ

砂では人員確保に熊理がある。

一口メモ
次
回
は

ω月
5
Bに
掲
鮫
レ
ま
す


